
〇高齢者の交通事故死者が半数以上を占める一方、高齢運転者が加害者となった重大

〇事故も多発している。

〇秋口は日没時間が急に早まり、夕暮れ時や夜間は重大事故につながるおそれがある。

〇後部座席シートベルトやチャイルドシートの着用率はいまだに低調のまま。

〇飲酒運転による重大な事故が後を絶たない。
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１．秋の全国交通安全運動概要

◆運動期間： 平成２９年９月２１日（木）
から３０日（土）

◆交通事故死ゼロを目指す日：９月３０日（土）

◆運動の重点

【全国重点】

〇子供と高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の

交通事故防止

〇夕暮れ時の歩行中・自転車乗車中の交通事故防止

〇全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの

正しい着用の徹底

〇飲酒運転の根絶

全国重点に加え、地域の交通事故実態等に即して地域の重
点を定めていることがあります。各都道府県警察のホーム
ページで確認して下さい。

今年も秋の全国交通安全運動が全国で実施されます。運動の内容をまとめてみましたので、
この機会をとらえ効果的な事故防止対策に取り組み、安全意識の向上を図ってください。

※1.内閣府ホームページ
http://www8.cao.go.jp/koutu/keihatsu/undou/h
29_aki/youkou.html 2017/8/8閲覧

2．重点対策の背景
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〒160-8338 東京都新宿区西新宿1-26-1
ホームページ http://www.sjnk.co.jp

3．取り組み内容の一例
※2.内閣府ホームページ
http://www8.cao.go.jp/koutu/keihatsu/undou
/h29_aki/youkou.html 2017/8/8閲覧

全国重点に関する取組み内容の一例をご紹介します。（その他の、主な推進項目は内閣
府HP※2 に掲載されています。）

(1) 子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止

・幼児･児童に対して、日常生活の中で安全教育を行う。

・高齢運転者に対して身体機能などの変化（認知機能の低下、疾病による視

野障害の増加、反射神経の鈍化）が運転行動に影響することを教育する。

(2) 夕暮れ時と夜間の歩行中･自転車乗用中の交通事故防止

・夕暮れ時には自動車の前照灯を早めに点燈する。

薄暮時（16:00~18:00頃）は交通事故が多く発生します。この時間帯は、

明暗のコントラストに目の調整機能が追いつかないことが一因になって

いるとされています。

・自転車利用者に対して「自転車安全利用５則」による、前照灯の点燈、

交差点で信号遵守と一時停止や交通ルールを周知徹底する。

(3) 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

・後部座席を含めた全ての座席で、着用義務があることを周知徹底する。

(4) 飲酒運転の根絶

・飲酒運転が悪質で危険であることを理解させるなど、運転者教育を行う。

【薄明暗のｺﾝﾄﾗｽﾄ】 【明るい光源による眩惑】


